2011年度海外臨床実習報告書 by 柿沼 智彦
研修先：アメリカサウスダコタ州 Pioneer memorial hospital
①目 的
「本場の家庭医療を実際に見て体験してみたい」そのような思いを胸に私は２年前の夏にサウスダコタ州
での家庭医療実習に参加させていただきました。当時の私は大学でのポリクリもまだ始まっていなかったこ
ともあり，全てが驚きの連続でした。私の面倒を見てくださっていた萩原先生は Viborg という小さな町の
診療所で診療されていたのですが，先生は内科疾患を抱えた患者さんはもちろんのこと，産婦人科，皮膚
科，眼科領域の疾患を抱えた患者さんも診察し，時には簡単な外科的処置まで行っていました。
あれから１年以上がたち全科のポリクリをもうすぐ終え医学的知識も４年生だった当時よりは増えたと思
われた５年生の冬には，私は「もう一度アメリカの地域医療を体験したい。今だったら当時よりも多くのこ
とを，また当時と違ったことも学ぶことができるのではないか。」と思うようになりました。その後もその
思いが変わらなかったために，今回私は萩原先生と山城先生にお願いをして実習をさせていただきました。
②準 備
〈英語について〉
私が実習前に準備したことで一番苦労したことは何といっても英語と経済的な準備でしたのでここでは英
語について書かせていただこうと思います。
実習中は基本全てが英語であり，萩原先生も（クリニックには日本人は先生以外いないため）常に英語で
話されるため英語がこの実習で必須であることは私の場合はわかっていました。また私は海外に住んでいた
経験などもなく，準備が絶対にいることもわかっていたため，４年生の冬から英語の準備をしていました。
具体的には，オンライン上の英会話教室を１日１時間，ほぼ毎日をずっと続けました。オンライン上の英会
話教室を私が選んだ理由は，自宅でレッスンを受けられること，レッスンの直前まで予約が可能なためポリ
クリ中であっても続けられること，また費用が高くないことです。
③日 程
５月２１日～６月１８日
（前半２週間）
主に外来を見学させていただきました。聴診や耳鏡などの診察をさせてもらい所見を聞いてくださった
り，他に疾患についてなど質問もしてくれました。わからないことはクリニックにあるパソコンの
Dynamed で調べることもできました。毎日課題も出してくださりました。会話はほぼ英語でした。
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（後半２週間）
診察を一人でとらせてもらい，その患者さんのプレゼンテーションを先生の前で英語でするトレーニング
をさせていただきました。プレゼンテーションまでした後，先生と一緒に診察させていただきました。ま
た，診察させていただいた患者さんのカルテを書き，翌日先生に見て，直していただきました。
実習を通して，週に一度当直の実習もさせていただき救急の患者さんも先生と一緒に見させていただきま
した。また実習を通してコメディカルの方々にもとても良くして下さいました。
④航空券以外にかかった費用
〈住居〉
Value place（郊外にあるウィークリーマンション）：１週間約＄２００
〈レンタカー〉
トヨタ Yaris（Vitz）：１ヶ月約１０万円
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